第21回　施設処遇検討会議　議事録　H23.10.24

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・小笠原嘉紀・中岫かなえ・馬渕豊子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村春子・・小坂和子・中村文洋・上平ユリ子

　　　　　　　　　（欠席者：秋山SGM・中村文洋・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：木村　春子
議題

１：岩城　敏夫様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：大下　良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：心房細動

＜問題点＞
1 身の回りの整理､保清が出来ない。

· 本や文具用品、日用品、本人の作品等などで部屋の行動スペースが狭くなっている為、使用していない本、本人の作品等などは保護者に預かってもらうか、廃棄するよう促していく。

· 物忘れがあることを自覚している為部屋に物が多量にあると必要な物を探す事が困難である事を説明し、部屋の整理を促していく。

· 洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。

· 定期的に一緒に整理整頓を行ない、用途別に収納できるよう収納方法を説明していく。

②物忘れが多い。

· 薬の自己管理が継続できるように、服薬ボードから持ってきた薬は一定の場所に置くよう習慣づけしていく。

· 日用品など置きっ放しの時はその都度片付けるように声かけしていく。

· 物がなくなった時は、一緒に探し被害的にならないように配慮する。

③趣味の物に関しては見境無く買物する。

· 単独で買物に行く際は購入するものを確認し、電化製品など高価な物はスタッフが必ず付き添う。

· 文具用品購入の際は同じ物を繰り返し購入する為、買物リストを書いてから出掛けるようにさせる。

· 洋服購入の際はサイズを確認し身体に合わせてから購入するよう事前に説明し、必要な時はスタッフが付き添う。

4 生活の幅を広げる為の支援

※趣味活動支援

・　今までの自作絵画の写真に、カバーをつけてプリントして部屋などに装飾する。
・　興味のある絵画展、美術展など情報提供し、芸術作品の展覧会に付き添ったりし生活の充実を図る。

・　趣味に活用する本などの購入の際には付き添って支援する。

・　短歌、絵画などの自作作品の応募があった場合、出品するよう手助けする。

＜評価＞

身の回りの整理、保清、が出来ないため、見守りや介入を要する状態にある。また、物忘れが多く物がなくなった時などは、一緒に探して被害的にならないように配慮していく。ペースメーカー装着による身体機能・体力維持に関しても見守りや介入を要している。施設生活の範囲においては、趣味活動を持ちながら生活を満喫している様子もある。買い物などは見境なく購入することがあるので、介入が必要となる。生活の幅を広げる為の支援として、興味のある絵画展や、美術展など情報提供し、芸術作品の展覧会に付き添ったりして生活の充実を図っていく。現在のＡＤＬや活動性を維持できるよう見守り、施設生活での支援を継続していく。

２：大下　良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜問題点＞
①金銭管理（小遣い管理）

<金銭管理・使用使途>

・継続して小遣い帳をつけていき、金銭の使い道を本人と一緒に把握し、必要であれば小遣い帳の記載方法をその都度、説明する。

・本人の状態を見ながら（服薬調整後を目安として）、小遣いだけでなく通帳による金銭管理への移行を検討していく。

　〈嗜好品の過剰摂取〉

・定期的にコーヒー・タバコの摂取量を確認し、小遣いの範囲を超えるようであれば、アドバイスを行う。必要に応じて購入量についてアドバイスを行う。

②QOLの向上

＜食事面について＞

・給食以外の食事を取ることができるように（外食もしくはスーパーなどでの弁当の購入など）定期的に機会を設けていく。

＜活動領域の拡大＞

青明舎や地域での行事に積極的に参加し、本人の行動範囲を拡大していく。

＜ニーズの再確認＞

スタッフや家族に遠慮している様子も見られるため、本人と面談（スタッフ替えるなど）を行い、本人のニーズを探っていく。

③服薬調整

・現在、チェックシートを活用し、服薬を行っている。飲み忘れはなく、経過している。（１ヵ月半経過）主治医に定期的に情報提供を行い必要であれば服薬調整を検討していく。

＜評価＞

金銭管理については、小遣い管理に職員が定期的に介入し、その使途や残金について話し合う機会を持つ。本人が何にどの程度お金を使っているのかを知り、職員も把握していく。１週間に１回程度の確認が必要である。自炊訓練に関しては、調理技能の習得というよりも、本人の娯楽的な領域の拡大として、本人が好きなものを購入し、食べる楽しみを持つことや、外食などもできるように支援していく。自分のみで判断することがないよう、他入所者との集団行動をするなかで、他者との比較を通して自分の領域の拡大を図る。自己評価が高く、質問に対しては、オーム返しの返事をする事があり、本音を引き出せるような介入の仕方を工夫して対応していく。

また、退所後の生活として、本人はグループホームも考えているが、現状では難しいと思われ将来的にはケアホームなど希望している。本音と建て前をすり合わせして、生活訓練することによって、ＡＤＬ、ＱＯＬが維持できるように、施設での支援を継続していく。













